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人の和と豊かな実りに
新たな希望が持てるまち　なかたね

広 報

2017 年は酉
とり

年
私たちが主役

「2017 年もおし酉
どり

夫婦で、頑張ります」



　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
つ
つ
が
な
く
新
し

い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
28
年
は
、
全
国
各
地

で
災
害
が
発
生
し
、
北
海
道

で
の
集
中
豪
雨
や
熊
本
県
を

中
心
と
し
た
地
震
に
よ
る
災

害
な
ど
自
然
の
猛
威
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
た
1
年
で
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
幾
度

と
な
く
台
風
接
近
が
予
想
さ

れ
な
が
ら
も
、
絶
妙
な
距
離

を
保
っ
た
ま
ま
種
子
島
を
通

過
し
、
農
作
物
な
ど
の
被
害

等
は
最
小
限
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。

　

基
幹
作
物
の
サ
ト
ウ
キ
ビ

や
澱
粉
用
甘
藷
、
早
期
米
、

安
納
芋
な
ど
に
お
い
て
は
高

温
被
害
も
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
が
、
順
調
に
生
育
し
農
家

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
少
し
安
堵
で
き
た
1
年

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。

　

天
候
不
良
に
よ
る
不
作
が

続
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

懸
命
に
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た

農
家
の
皆
様
方
の
成
果
が
出

た
1
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

和
牛
の
子
牛
競
り
市
場
で

の
価
格
も
高
値
で
推
移
し
て

お
り
喜
ば
し
い
限
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
も
農
林
水

産
業
の
強
力
な
振
興
を
目
指

し
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
講
じ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
体
育
祭
や
農

林
漁
業
祭
、
駅
伝
競
走
大
会

な
ど
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協

力
の
下
、
盛
況
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
第
５

次
長
期
振
興
計
画
に
基
づ

き
「
人
の
和
と
豊
か
な
実
り

に
新
た
な
希
望
が
も
て
る
ま

ち
」
を
目
指
し
、医
療
、福
祉
、

教
育
な
ど
町
民
の
皆
様
に
直

接
関
連
す
る
事
を
含
め
、
交

流
人
口
の
増
大
、
商
店
街
の

活
性
化
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等

を
通
し
て
中
種
子
を
全
国
に

発
信
す
べ
く
、
精
進
し
て
参

り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
に

耳
を
傾
け
、
ご
提
案
を
賜
り

な
が
ら
、
未
来
の
「
な
か
た

ね
」
を
見
据
え
、
町
民
の
皆

様
、
議
会
の
皆
様
方
や
職
員

と
と
も
に
行
政
運
営
を
進
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
本
年
も

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
29
年
が
皆
様
に
と
っ

て
よ
り
佳
き
一
年
に
な
り
ま

す
こ
と
を
ご
祈
念
致
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

新年のごあいさつ

夢と希望の町
　　　なかたね

新たな希望が持てるまち なかたね

町長　田渕川　寿広
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新年のごあいさつ

 迎 春
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た

平
成
29
年
の
新
春
を
、
晴
れ

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。　

　

年
頭
に
当
た
り
、
中
種
子

町
議
会
を
代
表
し
ま
し
て
謹

ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
は

町
議
会
に
対
し
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
夏
に
は
連
日
猛
暑
が

続
き
、
農
作
物
へ
の
生
育
に

障
害
が
出
た
り
、
脱
水
症

の
注
意
喚
起
が
頻
繁
に
出
さ

れ
、
異
常
気
象
が
健
康
面
ば

か
り
で
な
く
、
生
活
面
に
も

大
き
く
影
響
し
ま
し
た
。
一

方
、
日
本
各
地
で
記
録
的
な

豪
雨
に
よ
っ
て
河
川
が
増
水

し
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
地
球
規

模
に
よ
る
異
常
気
象
の
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
町
に
お
き
ま
し

て
は
、
種
子
島
産
婦
人
科
医

院
の
新
設
、
種
子
島
空
港
開

港
10
周
年
、
熊
野
分
団
お
よ

び
中
央
分
団
の
県
消
防
操
法

大
会
で
の
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
、

中
央
分
団
の
全
国
大
会
出
場

や
3
年
連
続
の
自
衛
隊
演
習

誘
致
な
ど
明
る
い
話
題
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
念
願
で

あ
っ
た
有
人
国
境
離
島
法
が

成
立
し
、
今
後
離
島
に
住
む

者
に
と
っ
て
は
、
新
た
な
希

望
の
も
て
る
施
策
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
時
代
の

潮
流
と
と
も
に
斬
新
な
発
想

を
必
要
と
し
て
お
り
、
旧
来

の
ま
ち
づ
く
り
で
は
未
来

を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
議

員
に
も
新
た
な
時
代
感
覚

と
崇
高
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ

て
一
翼
を
担
っ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
決
し
て
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
禍
根
を
残
さ

ぬ
よ
う
、
私
た
ち
は
、
責
任

世
代
と
し
て
の
役
割
を
し

っ
か
り
と
担
い
、
町
民
一

人
一
人
が
誇
り
高
く
、「
こ

の
ま
ち
に
住
ん
で
良
か
っ

た
」
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
に
、
こ
れ
か
ら
も
全
力

を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
本
年
が
輝
か

し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

議長　鎌田　勇二郎
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2017 年は酉
とり

年
町内に酉年生まれの方は、621 人（平成 28 年 12 月 1 日現在）

平成 17 年生まれ 75 人　　昭和 32 年生まれ 133 人
平成    5 年生まれ 40 人　　昭和 20 年生まれ 83 人
昭和 56 年生まれ 81 人　　昭和    8 年生まれ 104 人
昭和 44 年生まれ 86 人　　大正 10 年生まれ 19 人
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まちの話題　　まちの話題　

古豪復活　岩岡校区が９年ぶり 23回目の優勝
14 区間 112 人が襷

たすき

を繋ぐ「第 41 回町内駅伝競走大会」

　

第
41
回
町
内
駅
伝
競
走
大
会

が
、
11
月
20
日
に
あ
り
、
14
区

間
約
23
・
８
㌔
を
襷
で
つ
な
ぎ
、

岩
岡
校
区
が
9
年
ぶ
り
23
回
目

の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

第
１
走
者
は
中
学
生
男
子
。

ス
タ
ー
ト
の
合
図
で
陸
上
競
技

場
を
飛
び
出
し
、
熱
戦
の
火
ぶ

た
が
き
ら
れ
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
序
盤
は
起
伏
の
多
い

区
間
で
順
位
が
目
ま
ぐ
る
し
く

入
れ
替
わ
る
展
開
。

　

中
盤
7
区
で
は
増
田
校
区
が

坂
中
選
手
の
4
人
抜
で
3
位
ま

で
浮
上
、
ト
ッ
プ
は
野
間
下
校

区
で
岩
岡
校
区
と
油
久
校
区
が

追
う
展
開
。

　

終
盤
に
な
る
と
岩
岡
校
区
が

ト
ッ
プ
を
走
る
野
間
下
校
区
を

徐
々
に
追
い
上
げ
、
最
終
14
区

の
陸
上
競
技
場
ト
ラ
ッ
ク
入

り
口
で
追
い
抜
き
、
そ
の
ま
ま

ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
へ
飛
び
込
み
、

大
会
新
記
録
で
優
勝
の
栄
冠
に

輝
き
ま
し
た
。

　

躍
進
賞
も
、
昨
年
3
位
か
ら

1
位
に
順
位
を
上
げ
た
岩
岡
校

区
が
手
に
し
ま
し
た
。

大会成績

増　田

野間下

油　久

野間上

南　界

岩　岡

納　官

星　原

岩　岡

野間下

南　界

油　久

増　田

野間上

星　原

納　官

1時 24 分 23 秒

1時 24 分 49 秒

1時 25 分 47 秒

1時 25 分 50 秒

1時 27 分 28 秒

1時 28 分 04 秒

1 時 28 分 50 秒

1時 33 分 14 秒

大会新記録

区間 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 最終

※ 「最終」とは、罰則規定に基づくチーム加算があった場合、加算時間を加味した最終順位

大会新記録

　優勝を喜ぶ岩岡校区のメンバー
　ゴールに飛び込む
　稲子隆浩さん（岩岡）
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区間賞（敬称略）

区間
走者

氏　名 校区 記録
距離

1 区
中学男

尾西　凌汰 増　田 7 分 26 秒
2.200 km

2 区
一般男

榎本　健二 星　原 7 分 41 秒
2.350 km

3 区
小学女

岩　ひより 野間上 4 分 09 秒
1.050 km

4 区
高校男

大松　竜生 野間下 8 分 26 秒
2.550 km

5 区
小学男

永濵　セイギ 岩　岡 3 分 54 秒
1.160 km

6 区
中高一般女

牧瀬　可南 増　田 4 分 16 秒
1.300 km

7 区
高校一般男

坂中　伸作 増　田 9 分 37 秒
2.958 km

8 区
中学女

赤瀬川　さくら 南　界 4 分 22 秒
1.200 km

9 区
30 歳以上男

園田　不二男 南　界 6 分 58 秒
2.100 km

10 区
中高一般女

尾方　瑞月 星　原 4 分 07 秒
1.300 km

11 区
高校女

大町田　実佳 野間下 3 分 50 秒
1.100 km

12 区
一般女

石黒　桜子 野間上 2 分 58 秒
0.965 km

13 区
中高一般男

園田　啓真 南　界 6 分 47 秒
2.000 km

14 区
40 歳以上男

稲子　隆浩 岩　岡 4 分 38 秒
1.574 km

青色の太字：区間新記録

前列左から　牧瀬守さん　       （30 回出場）
　　　　　　木場浩一さん       （35 回出場）
　　　　　　日髙恵太さん       （10 回出場）
後列左　　　梶原なるみさん（10 回出場）
　　右　　　磯俣まち子さん（10 回出場）

10 回以上出場表彰の皆さん
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まちの話題　　まちの話題　

　

11
月
17
日
に
中
之
町
集
落
の
秋

祭
り
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　
「
祭
り
」
と
聞
い
て
い
た
の
で
屋

台
が
並
び
、
お
い
し
い
も
の
で
も

食
べ
ら
れ
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
た

ら
大
違
い
。
軽
四
の
エ
ン
ジ
ン
が
唸

る
よ
う
な
急
で
せ
ま
い
坂
を
上
が

り
、
迷
い
、
引
き
返
し
、
よ
う
や

く
辿
り
着
い
た
高
台
に
あ
る
神
社
。

車
を
お
り
て
境
内
に
向
か
い
ま
す

が
、
ソ
ー
ス
の
焦
げ
た
匂
い
は
も
ち

ろ
ん
祭
囃
子
も
聞
こ
え
ま
せ
ん
（
残

念
）。
神
社
内
は
き
れ
い
に
掃
き
清

め
ら
れ
て
は
い
ま
し
た
が
、
私
が
想

像
し
て
い
た
お
祭
り
の
雰
囲
気
は

そ
こ
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

奉
納
の
「
大
踊
り
」
は
、
着
流

し
の
男
性
が
花
笠
を
被
り
輪
の
中

心
と
な
っ
て
唄
い
、
若
い
男
性
は

ハ
ッ
ピ
姿
で
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら

周
り
、
更
に
そ
の
周
囲
を
黒
い
着

物
を
着
た
女
性
が
艶
や
か
な
踊
り

で
固
め
ま
す
。

　

今
ま
で
「
奉
納
」
っ
て
あ
ま
り
意

味
も
考
え
た
事
も
な
く
、
大
阪
で
は

「
天
神
祭
り
」
の
奉
納
花
火
が
有
名

で
し
た
の
で
、
屋
台
を
期
待
し
て
い

た
自
分
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。

　

秋
祭
り
の
目
的
は
今
年
の
収
穫

に
感
謝
し
、
そ
の
土
地
の
神
様
に
気

持
ち
を
込
め
、
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ

の
カ
タ
チ
で
感
謝
の
気
持
ち
を
「
奉

納
」
す
る
。

　

お
話
を
聞
い
て
み
る
と
「
大
踊

り
」
の
中
に
は
島
外
か
ら
移
住
し

て
き
た
方
も
加
わ
っ
て
お
り
、
練
習

の
た
め
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し

た
そ
う
で
す
。

　

地
元
の
人
し
か
知
ら
な
い
神
社

で
ひ
っ
そ
り
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

確
か
に
行
わ
れ
て
い
る
神
事
、
そ

の
土
地
に
「
代
々
住
む
人
」
に
「
移

住
し
て
き
た
方
」
も
加
わ
り
、
そ

し
て
伝
承
し
て
い
く
。
来
年
も
豊

作
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

地域おこし協力隊通信（№ 2）　中之町集落の秋祭りに行って来ました

増田小学校６年生が銀賞、５年生は敢闘賞
第 3 回全国小学校ラジオ体操コンクール

　

第
3
回
全
国
小
学
校
ラ
ジ
オ

体
操
コ
ン
ク
ー
ル
（
全
国
か
ら

約
６
０
０
チ
ー
ム
が
参
加
）
で
、

増
田
小
学
校
の
6
年
生
チ
ー
ム

「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
増
田
」
が
銀
賞
、
５

年
生
チ
ー
ム
の
「
ス
ク
ラ
ム
増

田
」
が
敢
闘
賞
に
輝
き
、
12
月

７
日
に
同
校
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

6
年
生
チ
ー
ム
は
前
回
大
会

で
金
賞
を
獲
得
。
連
覇
は
な
ら

な
か
っ
た
も
の
の
上
位
3
賞
に

と
ど
ま
る
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
校
は
第
1
回
大
会
で

優
秀
賞
、
第
2
回
大
会
で
金
賞
、

今
大
会
で
銀
賞
と
敢
闘
賞
を
獲

得
し
て
お
り
、
3
大
会
連
続
で

の
快
挙
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
の
後
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ラ
ジ
オ
体
操
の
講
師
に
よ
る
授

業
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
の
小

学
生
を
対
象
に
株
式
会
社
か
ん

ぽ
生
命
保
険
が
健
康
増
進
を
目

的
に
実
施
。
5
・
6
年
生
は
、

学
校
で
の
休
み
時
間
な
ど
を
利

用
し
、
ラ
ジ
オ
体
操
に
取
り
組

み
、
そ
の
姿
を
撮
影
し
応
募
し

ま
し
た
。



まちの話題　

9　広報なかたね 2017.1 月号

　まちの話題　

伝統の種子島相撲大会に興奮　第 50 回種子島相撲大会
　

昭
和
42
年
か
ら
続
く
伝
統

の
第
50
回
種
子
島
相
撲
大
会

が
、
11
月
27
日
に
西
之
表
市
営

相
撲
場
で
あ
り
、
島
内
の
力
士

約
１
８
０
人
が
力
の
入
っ
た

取
組
で
観
客
を
沸
か
せ
、
中

種
子
町
が
団
体
戦
の
小
学
生

の
部
で
２
連
覇
、
一
般
の
部

で
９
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
大
会
は
50
回
記
念

大
会
と
し
て
、
種
子
島
高
校

と
種
子
島
中
央
高
校
に
よ
る

団
体
戦
な
ど
も
行
わ
れ
、
大

会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

個
人
戦
は
、
小
学
４
年
生

か
ら
高
校
生
と
一
般
の
部
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
各
市
町
の
代
表

力
士
と
あ
っ
て
、
投
げ
の
打

ち
合
い
や
一
気
の
押
し
な
ど

熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
勝
負
が

決
ま
る
と
好
取
組
に
拍
手
が

湧
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
団
体
戦
一
般
の
部
で

20
回
の
出
場
を
果
た
し
た
中

村
隆
幸
選
手
（
女
州
）
と
福

英
高
選
手
（
旭
町
）
に
、
賞

状
と
記
念
の
楯
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

本
町
関
係
の
試
合
結
果

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

■
団
体
戦

小
学
生
の
部　

優
勝

中
学
生
の
部　

２
位

高
校
生
の
部　

優
勝　

種
子
島
中
央
高
校

2
位　

種
子
島
高
校

一
般
の
部　
　

優
勝

■
個
人
戦

小
学
5
年
生
の
部

優
勝　

藤　

世
史
瑠

3
位　

野
平　

波
音

小
学
6
年
生
の
部

３
位　

佐
藤　

拓
海

中
学
1
年
生
の
部

2
位　

山
元　

祐
磨

中
学
2
年
生
の
部

2
位　

朝
倉　

由
翔

中
学
3
年
生
の
部

2
位　

中
村　

康
誠

高
校
生
の
部

優
勝　

藤
川　

遥
輝

2
位　

葛　

大

３
位　

日
髙　

大
河

一
般
の
部

2
位　

林　

孝
司
郎　

３
位　

八
汐　

寿

珍プレー好プレー続出　平成 28 年度壮年バレーボール大会

　

平
成
28
年
度
壮
年
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
11

月
20
日
に
種
子
島
中
央
体

育
館
で
あ
り
、
各
校
区
か

ら
40
歳
以
上
の
選
手
で
構

成
す
る
12
チ
ー
ム
が
出
場

し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
3
ラ
ン
ク
に

分
け
予
選
と
決
勝
戦
で
対

戦
。
Ａ
ラ
ン
ク
は
接
戦
を

制
し
た
野
間
上
Ａ
チ
ー
ム
、

Ｂ
ラ
ン
ク
は
２
年
ぶ
り
に

野
間
下
チ
ー
ム
、
Ｃ
ラ
ン

ク
は
決
勝
戦
で
油
久
チ
ー

ム
同
士
で
の
対
戦
と
な
り

油
久
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
し

ま
し
た
。

　Ａランク優勝：野間上Ａチーム　Ｂランク優勝：野間下チーム

　Ｃランク優勝：油久Ａチーム
　　　　　２位：油久Ｂチーム

　20 回出場　左　中村隆幸さん
　 右　福英高さん 　高校生の取組
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製糖操業がスタート　平成 28/29 年産サトウキビ
　

平
成
28
／
29
年
産
サ
ト
ウ
キ

ビ
原
料
受
入
開
始
式
が
、
12
月

５
日
に
新
光
糖
業
株
式
会
社
で

あ
り
、
製
糖
操
業
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
工
場
や
行
政
関
係

者
な
ど
が
出
席
し
、
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
豊
作
と
安
全
操
業
を
願
い

関
係
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に

積
み
込
ま
れ
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
が

次
々
と
運
び
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

受
入
終
了
は
4
月
19
日
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

項目 10a 当たり
収量 (kg) 生産量 (t)

中種子町
28 年産見込 7,560 96,162
27 年産実績 5,397 72,211
対比（％） 140.1 133.2

種子島
合計

28 年産見込 7,184 172,728
27 年産実績 4,986 125,292
対比（％） 144.1 137.9

　

霧
島
国
際
音
楽
ホ
ー
ル
（
み

や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
）
主
催
の
「
サ

テ
ラ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
11

月
30
日
に
南
界
小
学
校
体
育
館

で
行
わ
れ
、
５
人
の
プ
ロ
演
奏

家
が
生
演
奏
で
音
楽
の
魅
力
を

伝
え
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
南
界
小
の

児
童
と
地
域
住
民
が
招
待
さ
れ
、

プ
ロ
の
音
色
に
聞
き
入
り
、
児

童
た
ち
は
実
際
に
楽
器
に
ふ
れ

て
演
奏
を
行
う
な
ど
音
楽
を
身

近
に
感
じ
ま
し
た
。

プロの音色に聞き入る
みやまコンセール「サテライトコンサート」

　

町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議

会
（
濱
崎
秀
志
会
長
）
が
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
発
展
に
尽
力
し
、

（
公
社
）
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
連
合
か
ら
表
彰
さ
れ
、
12
月
５

日
に
田
渕
川
町
長
か
ら
濱
崎
さ

ん
と
上
妻
成
子
さ
ん
（
副
会
長
）

へ
伝
達
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
日
髙
英
紀
さ
ん
（
満
足
山

集
落
）
も
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の

町
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
と

し
て
、
鹿
児
島
県
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
協
議
会
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

地域スポーツの普及発展に尽力
町スポーツ推進委員協議会と日髙英紀さんが表彰

　左から日髙さん、濱崎さん、上妻さん
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中
種
子
町
な
つ
か
し
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
唄
う
会
（
池
田
義
美

会
長
）
が
平
成
28
年
10
月
末
を

も
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。

　

な
つ
メ
ロ
会
は
、
昭
和
52
年

に
発
足
し
、
定
期
発
表
会
で
は
、

歌
や
舞
踊
、
寸
劇
な
ど
で
島
民

を
楽
し
ま
せ
て
き
ま
し
た
が
、

会
員
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
解

散
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
26
日
に
は
解
散
の
集
い

が
あ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
よ

り
永
年
に
わ
た
る
福
祉
施
設
で

の
慰
問
活
動
な
ど
に
対
し
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

39 年の歴史に幕を閉じる
中種子町なつかしのメロディーを唄う会

　

平
成
28
年
度
中
種
子
町
じ
ん

け
ん
フ
ェ
ス
タ
が
「
み
ん
な
で

築
こ
う
人
権
の
世
紀
」
を
テ
ー

マ
に
、
12
月
10
日
に
種
子
島
こ

り
ー
な
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
で
は
、
落
語
家
の

桂
竹
丸
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
戦

争
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
る
特
攻
隊
の
切
な
く
も
は

か
な
い
物
語
」
も
あ
り
、
来
場

者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
基
本

的
人
権
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

みんなで築こう人権の世紀
平成 28 年度中種子町じんけんフェスタ

　なつメロ会のメンバー

　人権啓発講演　落語家　桂竹丸さん

　

増
田
区
民
セ
ン
タ
ー
「
ベ
ニ
ー

ハ
ウ
ス
」
の
15
周
年
記
念
祭
が

12
月
5
日
に
行
わ
れ
、
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

記
念
祭
で
は
、
中
種
子
火
縄

銃
保
存
会
に
よ
る
餅
つ
き
大
会

や
各
農
家
な
ど
が
持
ち
寄
っ
た

野
菜
や
魚
な
ど
が
、
格
安
で
販

売
さ
れ
瞬
く
間
に
完
売
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ベ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
の
舞

台
で
は
各
種
団
体
に
よ
る
余
興

な
ど
も
行
わ
れ
、
会
場
を
大
い

に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

多くの区民で賑わう
増田区民センターベニーハウス 15 周年記念祭

　

種
子
島
農
業
公
社
受
託
部
会

の
会
員
と
関
係
機
関
が
、
12
月

１
日
に
町
内
の
農
道
や
町
道
で

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
約
２
０
０
人
は
、
道

路
に
覆
い
被
さ
っ
て
き
た
草
や

竹
な
ど
の
伐
採
を
行
い
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　

清
掃
を
終
え
た
道
路
は
、
見

通
し
も
よ
く
、
走
行
し
や
す
い

道
路
と
な
り
、
地
域
の
方
々
は
、

大
変
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

町内の道路がきれいに
種子島農業公社受託部会がボランティア
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鹿
児
島
県
青
少
年
育
成
県
民

会
議
が
主
催
す
る
平
成
28
年
度

「
家
庭
の
日
」
標
語
の
部
で
、
野

間
小
学
校
の
地
徳
雄
太
さ
ん

（
2
年
）
と
長
瀬
楽
実
さ
ん
（
3

年
）
が
入
賞
し
、
11
月
18
日
に

伝
達
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

標
語
の
部

優
良
賞　

長
瀬
楽
実
さ
ん

「
家
族
の
け
ん
こ
う　

一
番
の
ひ

け
つ
は　

わ
ら
う
こ
と
」

努
力
賞　

地
徳
雄
太
さ
ん

「
今
日
の
こ
と　

か
ぞ
く
で
話
す

よ
る
ご
は
ん
」

円満で明るい家庭を
「家庭の日」の募集作品で入賞

　

納
官
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
森
沢

季
己
会
長
）
が
、
優
良
団
体
と

し
て
、
11
月
18
日
に
東
京
都
内

の
ホ
テ
ル
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
育
成
と
教
育
環

境
の
向
上
、
社
会
・
家
庭
教
育

の
充
実
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

森
沢
会
長
は
「
今
後
も
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
会
員
と
学

校
が
連
携
し
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

（公社）日本 PTA全国協議会長賞を受賞
納官小学校 PTA

　

陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯
地
曹

友
会
（
竹
下
茂
会
長
）
が
11
月

22
日
、
中
種
子
町
役
場
を
表
敬

訪
問
し
、
車
い
す
１
台
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

　

曹
友
会
は
、
隊
員
の
融
和
団

結
と
地
域
へ
の
寄
与
な
ど
を
目

的
に
、
島
内
の
自
治
体
に
車
い

す
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

車
い
す
を
受
け
取
っ
た
松
原

副
町
長
は
「
こ
の
よ
う
な
貢
献

活
動
は
あ
り
が
た
い
。
車
い
す

を
有
効
に
活
用
し
た
い
」
と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

地域への寄与
陸上自衛隊国分駐屯地曹友会が車いすを寄贈

　

認
定
農
業
者
認
定
証
授
与
式

が
11
月
28
日
に
、
町
長
室
で
あ

り
新
た
に
盛
田
博
文
さ
ん
（
二
十

番
）
が
認
定
農
業
者
に
加
わ
り

ま
し
た
。

　

農
業
従
事
者
の
減
少
、
高
齢

化
に
よ
り
担
い
手
不
足
が
深
刻

化
し
て
い
る
な
か
に
認
定
さ
れ
、

田
渕
川
町
長
は
「
農
業
を
取
り

巻
く
厳
し
い
情
勢
に
も
、
や
る

気
と
情
熱
で
、
立
ち
向
か
う
地

域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

激
励
の
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。

地域農業のリーダーに
認定農業者を認定

　　　　地徳雄太さん　長瀬楽実さん

　町長室へ報告へ訪れた森沢会長と谷校長
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県営住宅空き家待ち順位登録者を募集
◎お問い合わせ先　熊毛支庁建設課用地管理係㉒ 1136

■物件（県営住宅）
　●伏之前団地（中種子町）
　●コスモタウン南種子団地（南種子町）
　●古園団地（西之表市）
　●深渡瀬団地（西之表市）
■申込書の配布・受付
　平成 29 年２月 1 日（水）～ 2 月 27 日（月）
　午前 8 時 30 分～午後５時
　※土日祝祭日を除く

■抽選日
　平成 29 年 3 月 9 日（木）　午後 1 時 30 分
　熊毛支庁第２会議室
■申込書配布・お問い合わせ先　
　熊毛支庁建設課用地管理係
　㉒ 1136

民生委員・児童委員が決まりました
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課福祉係㉗ 1111 内線 281

氏名 電話 担当地域

下川原　清子 ㉗ 7333 牧川・砂中

田中　安廣 ㉗ 7009 上之城・浜津脇

大槇　陽子 ㉗ 7087 坂元・広野・深久保・竹之川

梶原　俊治 ㉗ 2445 宝来・平鍋・春田・原之里

松下　忠男 ㉗ 7431 二十番・池之平・秋佐野

遠藤　惠理子 ㉗ 1871 中之町・戸畑・向井町

八木　多美子 ㉗ 3957 古房・郡原　

原口　利治 ㉗ 1793 中山・大平

古市　克人 ㉗ 3556 上方・池之向

須賀　聡美 ㉗ 1787 伏之前 （県営住宅含む）

中嶋　喜代子 ㉗ 3262 伏之前町営住宅

濱崎　秀志 ㉗ 0871 旭町

泰原　俊隆 ㉗ 0307 横町・松原

塩浦　初代 ㉗ 0951 畠田・栄町

浜脇　俊司 ㉗ 3598 竹屋野・町山崎・阿曽

氏名 電話 担当地域

下田　文子 ㉗ 1636 大牟礼・伊原・下田

日髙　久江 ㉗ 0836 満足山・高峯・阿保

國上　明 ㉗ 1262 広ヶ野・向町・西之町・東之町・
女洲・今熊野

木下　春代 ㉗ 0520 美座・西之山

鳥居　勇 ㉗ 9468 田島・輪之尾

古市　薫 ㉗ 9971 本村・東目

原田　高吉 ㉗ 9600 長谷・原尾

池山　久志 ㉗ 9710 中田

熊野　トメ子 ㉗ 9344 塩屋・熊野・新町

永浜　三津子 ㉗ 1861 阿高磯・屋久津・梶潟・衣之平

氏名 電話 担当学校

光　ほう子 ㉗ 1576 増田小 ･ 油久小 ･ 南界小 ･ 岩岡小

町　カノ ㉗ 8070 星原小 ･ 納官小 ･ 野間小

■民生委員・児童委員　任期：平成 28 年 12 月 1 日～平成 31 年 11 月 30 日

■主任児童委員
任期：平成 28 年 12 月 1 日～平成 31 年 11 月 30 日
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平成 29 年度「中央保育所」「野間幼稚園」「チャイルドハウス」の入所手続きについて
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課福祉係㉗ 1111 内線 261

　子ども・子育て支援新制度に伴い、子どもの保育の必要性を町が審査（申請書の内容や面接等）した後に、
入所を決定します。入所希望者が多い場合、保育の必要度の高い順に入所を決定するため、希望した事
業所に入所できない場合があります。
■申込受付期間（幼稚園、保育所共通）
　平成 29 年 1 月 10 日（火）～１月 31 日（火）　
　※期限を過ぎると 4 月からの入所ができない場合があります。また、平成 29 年度途中入所をお考え
　　の方もこの期限内に申し込んでください。
■申請書　在園児は各事業所、新規の方は役場福祉環境課で配付します。
■募集区分

区　　分
1 号（教育）認定 2 号・3 号（保育）認定 3 号（保育）認定

野間幼稚園 中央保育所 野間幼稚園 チャイルドハウス

対象年齢 満 3 歳～就学前 首が据わった 0 歳
4 カ月～就学前 満 1 歳～就学前 首が据わった 0 歳

7 カ月～

教育・保育時間 午前 9 時 30 分～
午後 2 時 30 分※

午前 7 時 20 分～
午後 5 時 40 分 午前 7 時 20 分～午後 5 時 50 分

提出書類

新規 ①施設型給付費・地域型保育給付費等支給認定申請書　②入所申込書
③その他必用書類

継続
①支給認定現況届
②納税確認同意書
③誓約書

①支給認定現況届　②就労証明書　③入所申込書
④納税確認同意書　⑤誓約書

提出場所 野間幼稚園 役場（福祉環境課福祉係）
※（野間幼稚園 1 号認定）午前 8 時 40 分から受入可。やむを得ない事情がある場合は、午後 5 時 30
　分まで一時預かり保育や延長保育可
■募集人数
中央保育所 0 歳児～ 5 歳児 : 募集受付後に調整

野間幼稚園 5 歳児：若干名、4 歳児：10 人程度、3 歳児：15 人程度、2 歳児：定員 18 人、
1 歳児：定員 12 人

チャイルドハウス 0 歳児：6 人

■２号・３号認定に係る入所基準と添付書類
　保護者が次のいずれかに該当する場合で、同居する親族等が児童を保育できないこと。

入　所　基　準 添　付　書　類
１ 就労 １月 56 時間以上の仕事をしている。 就労証明書等
２ 妊娠・出産 妊娠中であるか出産後間もないこと。 母子手帳の写し

３ 疾病・障がい 保護者が疾病や負傷、精神または身体
に障がいを有している。 医師の診断書、障害者手帳の写し

４ 介護・看護 同居の親族を常時介護または看護して
いる。

介護保険被保険者証、障害者手帳の写し、
診断書等

５ 災害復旧 震災・風水害・火災などの災害復旧に
あたっている。

罹災証明書等、災害復旧に従事しているこ
とが分かるもの

６ 求職活動 求職活動を継続的にしている。
（起業準備を含む）

雇用保険受給者証、ハローワークカードの
写し等

７ 就学 学校教育法に規定する学校等や職業訓
練校等に在学している。 在学証明書

８ その他 その他、特別に保育が必要な理由など
がある方。 保育が必要な理由書
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町奨学生（無利子）を募集します
◎お問い合わせ先　教育委員会教育総務課管理係㉗ 1111 内線 256

　教育委員会では平成 29 年度の中種子町奨学生
を募集します。
　ご希望の方は、次の要領でお申し込みください。
■貸与額（月額）　
　大学・専門学校生　　30,000 円
　高校生　　　　　　　15,000 円
　高校生（自宅通学）　  12,000 円
■申込締切
　平成 29 年 4 月 5 日（水）
■奨学金の返還
　卒業後、1 年経過後の 4 月から貸与を受けた　
年数と同期間での返還（月賦・年賦など）にな　
ります。
■その他
　連帯保証人は町内在住の方に限ります。

■申し込みに必要なもの

書 類 名 新規 継続

願書（※ 1） ○ ○

大学または高校合格通知の写し ○

在学証明書（新年度のもの） ○

成績証明書 ○ ○

健康診断書（※ 1） ○ ○

納税確認同意書（※ 1）（※ 2） ○ ○

印鑑証明書（※ 2） ○

所得額証明書（世帯分）（※ 2）
※所得証明書とは異なります。

○ ○

※ 1　教育委員会にあります。
　　　健康診断書は病院発行の様式でも可。
※ 2　保護者と連帯保証人の両方が必要。
　　　（所得については上限があり、制限がある
　　　場合があります。）

中種子町まちづくりシンポジウムを開催します
◎お問い合わせ先　役場企画課企画調整係㉗ 1111 内線 286

　次世代へつなぐ島の新たな価値と創造に向けて
中種子町まちづくりシンポジウムを開催します。
■日時　平成 29 年 1 月 29 日（日）
　　　　午後 6 時～午後８時
■場所　中種子町中央公民館
■内容
　基調講演　講師：原田宗彦
　　　　　　（早稲田大学スポーツ科学学術院教授）

演題「島の特性を生かしたスポーツ
　　　　　　　　とまちづくりの展開

パネルディスカッション（討論会）
「次世代へつなぐ島の新たな価値と創造に向けて」
　パネリスト（予定）
　　原田宗彦
　　　（早稲田大学スポーツ科学学術院教授）
　　田辺恵一郎
　　　（プラットフォームサービス（株）取締役会長）
　　田渕川寿広（中種子町長）
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１年に１回は健康診査を受診しましょう！
◎お問い合わせ先　役場町民保健課国保年金係／高齢者医療係㉗ 1111 内線 220・289

　健康診査（特定健診、長寿健診）を受診されて
いない方は、医療機関で受診できます。受診を希
望される方には、受診券を発行しますので、町民
保健課までご連絡ください。
　受診料は無料です。
■対象者
　40 歳～ 74 歳の国民健康保険加入者
　75 歳以上の後期高齢者医療保険加入者
　「集団健診」「人間ドック」を受診されていない方
■医療機関
　種子島医療センター、松崎医院、井元医院、中
目医院、百合砂診療所、高岡医院、中種子クリニッ
ク、公立種子島病院、ともファミリークリニック

■健診内容
　問診、血圧測定、検尿、採血など

20 歳になったら国民年金
◎お問い合わせ先　役場町民保健課国保年金係㉗ 1111 内線 217 ／鹿児島北年金事務所099(225)5311

　国民年金は、年をとったときや、いざというと
きの生活を、現役世代みんなで支えようという考
えで作られた仕組みです。
　具体的には、若いときに公的年金に加入し保険
料を納め続けることで、年をとったときや、病気
やけがで障害が残ったとき、家族の働き手が亡く
なったときに、年金を受け取ることができる制度
です。

国民年金のポイント
●将来の大きな支えになります
　国民年金は 20 歳から 60 歳までの人が加入し、
保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していま
すし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
●老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほ
か障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、
病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。
　また、遺族年金は、加入者が死亡した場合、そ
の加入者により生計を維持されていた遺族（「子
のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」
●学生納付特例制度
　学生の方は一般的に所得が少ないため、本人の
所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付
が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学

（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、
専修学校および各種学校（修業年限 1 年以上で
ある課程）、一部の海外大学の日本分校に在学す
る方です。
●納付猶予制度
　学生でない 50 歳未満の方で、本人および配偶
者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料
の納付が猶予される制度です。
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種子島地区広域事務組合臨時職員を募集します
◎お問い合わせ先　種子島地区広域事務組合庶務係㉔ 3933

■申込受付期間
　平成 29 年 1 月 4 日～平成 29 年 1 月 31 日
■申込書類
　種子島地区広域事務組合へお問い合わせ下さい。
■募集人員
　庶　務　係　1 人
　認定審査係　1 人
　認定調査員　3 人
　環境保全係　1 人
■雇用場所　西之表市役所本庁舎

■雇用期間
　平成 29 年４月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日
■社会保険等
　雇用保険法・健康保険法・厚生年金法・介護保
険法の定めによる社会保険を適用
■選考方法　面接と作文
■選考日時　受付期間終了後、別途通知

※詳しいことは種子島広域事務組合㉔ 3933
　へお問い合わせ下さい。

農業委員会制度が変わりました
◎お問い合わせ先　中種子町農業委員会㉗ 1111 内線 227

　農業委員会に関する法律の改正法が、平成 28
年 4 月 1 日から施行されました。
　改正の主な内容は以下のとおりです。

①農業委員会は「農地等の利用の最適化の推進」
を重点的に進めます。
　農業委員会は、農地法に基づく権利移動等に関
する許認可事務のほかに、担い手への農地の集積・
集約化や遊休農地の発生防止と解消、新規参入の
促進など、農地利用の最適化を進めます。

②農業委員の選出方法が変更になります。（公選
制から推薦・公募に変更）
　農業委員会の選出方法が、選挙から町長が議会
で同意を得て任命する方法になります。
任命要件は次のとおりになります。

◎過半数が認定農業者であること。
◎女性や青年を登用し、年齢、性別等に著しい偏
りが生じないようにすること。
◎農業委員会の所掌事務に関し、利害関係のない
者を 1 人以上含めること。
※委員の候補者は、推薦・公募により募集するこ
とになります。
③農地利用最適化推進委員が新設されます。
　地域で現地調査等の実務を行う農地利用最適化
推進委員が新設となり、委員の候補者は、推薦・
公募により募集し農業委員会が委嘱します。

■制度の移行について
　中種子町では、改正法による農業委員・農地利
用最適化推進委員の制度へは、平成 29 年 7 月か
ら移行します。

　現在の農業委員の皆さん
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（平成 28 年度種子島こりーな自主文化事業）
　本能寺の変などの踊る授業シリーズでブレイ
クした「エグスプロ―ジョン」とダンス番組「少
年チャンプル」で連続１位を取り茶の間の人気
を博した実力派覆面ダンサー「ひとりでできる
もん」、日本でヒューマンビートボックスを広め
た「ＡＦＲＡ］のライブです。
　老若男女すべての人を熱狂させるライブをぜ
ひお楽しみください。
■日時　1 月 29 日（日）
　　　　開場　午後 1 時 30 分
　　　　開演　午後 2 時
■会場　種子島こりーな
■入場料（全席自由）
　一般：2,000 円、　高校生以下：1,000 円
※ 3 歳児以上入場可
■チケット取扱所（町内）
　種子島こりーな、（有）てらだ、永浜ストアー、
和田書店、ひだまり工房、大島屋、種子島総合
事務機

スペシャルパフォーマンスライブ
◎お問い合わせ先　役場社会教育課文化係（種子島こりーな）㉗ 3711
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島
に
あ
る
縄
文
時
代
の

遺
跡
か
ら
イ
ノ
シ
シ
の
骨
が
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
正
時
代

初
期
ま
で
は
生
息
し
て
い
た
よ

う
で
す
が
、
わ
な
猟
な
ど
で
捕

獲
さ
れ
て
、
消
滅
し
て
し
ま
っ

た
よ
う
で
す
。

サ
ル

　

種
子
島
に
は
元
々
ニ
ホ
ン
ザ

ル
が
生
息
し
て
い
ま
し
た
が
、

１
９
６
０
年
代
に
消
滅
し
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
森
林
伐
採
が

大
規
模
に
行
わ
れ
て
自
然
林
が

減
少
し
た
た
め
、
生
き
残
れ
な

か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

秋
空
に
百
舌
の
高
鳴
く
芋
畑
亡
き
母
浮
か
べ
は
目
頭

熱
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

中
嶋
喜
代
子

ほ
ほ
え
み
し
遺
影
の
前
で
涙
す
る
先
に
逝
き
た
る
妹

偲
び
て　
　
　
　
　
　
　
　

満
足
山　

横
山
美
津
絵

逝
き
し
人
の
知
ら
ざ
る
こ
と
を
見
開
き
す
る
長
命
の

日
々
を
倖
せ
と
せ
む　
　
　

牧　

川　

有
留
よ
し
子

又
ひ
と
つ
重
ね
し
齢
う
べ
な
へ
ば
見
え
ぬ
明
日
を
信

じ
て
眠
る　
　
　
　
　
　
　

浜
津
脇　

橋
口　

俊
子

幼
ら
の
目
線
の
先
は
仔
猫
ら
し
い
く
つ
も
の
名
に
呼

ば
れ
て
鳴
く
も　
　
　
　
　

上　

方　

古
市
シ
ゲ
子

痛
む
日
々
の
弱
る
身
体
に
今
一
度
生
き
る
事
へ
の
執

念
燃
や
す　
　
　
　
　
　
　

牧　

川　

松
下　

シ
ズ

上
弦
の
月
冴
ゆ
る
を
な
お
も
見
上
ぐ
れ
ば
ま
わ
り
に

星
の
あ
ま
た
散
ら
ば
る　
　

上　

方　

鎌
田
と
く
子

干
潮
時
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
洞
窟
で
天
井
の
岩
に

天
の
川
流
る　
　
　
　
　
　

上　

方　

古
市　

克
人

不
自
由
な
妻
の
介
護
を
娘
の
手
借
り
幸
せ
と
言
う
老

夫
に
潤
む　
　
　
　
　
　
　

西
之
山　

仲
座　

健
次

迷
ひ
つ
も
更
新
な
せ
し
ハ
ン
ド
ル
の
空
の
蒼
さ
に
深

呼
吸
を
せ
り　
　
　
　
　
　

女　

洲　

中
村　

寿
子

豊
作
の
キ
ビ
の
波
打
つ
秋
の
空
熊
本
地
震
を
痛
ま
し

く
聞
く　
　
　
　
　
　
　
　

田　

島　

鎌
田　

ス
エ

幼
児
か
ら
高
齢
ま
で
の
体
育
祭
町
民
心
一
つ
に
集
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

方　

梶
原　

温
惠

『
つ
ま
べ
に　

詠
草
』

資
料
館
だ
よ
り
（
４
５
２
号
）

　コイタチ

　タネコマドリ
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新年のごあいさつ　院長：永嶋智成　　　　　　　　　　　　　公立種子島病院㉖ 1230

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
の
は
じ
め
に
あ
た
り
、

日
頃
か
ら
の
公
立
種
子
島
病

院
事
業
へ
の
ご
理
解
ご
協
力

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
北
日
本
豪
雨
災
害
、
台

風
10
号
に
よ
る
北
海
道
の
豪

雨
災
害
、
熊
本
地
震
に
続
き
、

沖
縄
本
島
近
海
、
鳥
取
県
中

部
、
福
島
県
沖
地
震
な
ど
全

国
各
地
で
頻
発
す
る
自
然
災

害
の
怖
さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ

た
一
年
で
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
の
医
療
・
福

祉
に
お
い
て
は
、
国
は
税
と

社
会
保
障
の
一
体
改
革
で
社

会
保
障
の
充
実
・
安
定
化
と

そ
の
た
め
の
安
定
財
源
確
保

と
財
政
健
全
化
の
確
保
を

基
本
方
針
と
し
て
立
て
ま
し

た
。
し
か
し
、
消
費
税
の
10

％
増
税
の
見
送
り
が
財
政
を

圧
迫
す
る
と
し
て
、
社
会
保

障
の
削
減
の
た
め
に
診
療
報

酬
改
定
を
行
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
団
塊
の
世
代
が
75

歳
に
な
る
２
０
２
５
年
に
向

け
て
、
医
療
や
介
護
が
必
要

な
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
県
単
位
に
よ
る
地
域
医

療
構
想
を
踏
ま
え
た
病
院
の

果
た
す
べ
き
役
割
（
将
来
像

等
）、
経
営
の
効
率
化
等
を
盛

り
込
む
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定

を
義
務
づ
け
て
（
本
年
３
月

に
策
定
予
定
）
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中

で
、
公
立
種
子
島
病
院
は
、

一
般
病
床
60
床
、
感
染
症
病

床
2
床
の
許
可
病
床
62
床
を

有
す
る
種
子
島
南
部
医
療
圏

内
の
唯
一
の
病
院
で
あ
り
、

中
核
医
療
機
関
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
当
院
で
は
、
私
と
小
原

俊
一
医
師
、
中
西
庸
夫
医
師
、

三
宅
公
人
医
師
（
毎
週
水
曜

日
勤
務
）
の
診
療
体
制
を
整

え
、
一
般
外
来
診
療
、
入
院

管
理
、
夜
間
当
直
は
も
ち
ろ

ん
内
視
鏡
検
査
、
福
祉
施
設

の
入
所
者
健
康
管
理
、
在
宅

医
療
、
行
政
各
種
協
議
会
委

員
、
保
育
所
や
託
児
所
、
各

学
校
、
企
業
等
の
健
診
等
の

充
実
・
強
化
に
努
め
て
参
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
必
要
な
施
設
機
械

等
へ
の
投
資
更
新
、
人
口
減

少
に
伴
う
収
入
減
少
な
ど
取

り
巻
く
経
営
環
境
は
厳
し
い

状
況
で
も
あ
り
ま
す
が
、
判

断
と
責
任
に
基
づ
き
経
営
健

全
化
等
に
不
断
の
取
り
組

み
、
信
頼
さ
れ
る
病
院
に
邁

進
い
た
し
ま
す
の
で
、
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
一
年
が
皆

さ
ま
方
に
幸
多
き
年
に
な
り

ま
す
と
共
に
、
ご
健
康
を
心

よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　

食生活改善推進員コーナー 　　　「いもんせんの酢の物」をご紹介 !!
　

さ
つ
ま
い
も
の
収
穫
が
終

わ
り
、
さ
つ
ま
い
も
の
塊
根

か
ら
と
っ
た
「
で
ん
ぷ
ん
」

が
あ
る
時
期
で
す
。
で
ん
ぷ

ん
の
仲
間
の
中
で
は
、
カ
ル

シ
ウ
ム
や
鉄
分
が
豊
富
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
は
、
お
や
つ
に
「
あ
げ

も
ん
」
と
し
て
食
べ
ま
し
た

が
、
酢
の
物
な
ど
に
し
て
も

美
味
し
い
で
す
。

料
理
方
法

① 

き
ゅ
う
り
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

ニ
ン
ジ
ン
は
千
切
り
に
し
て

ザ
ル
に
入
れ
水
切
り
す
る
。

② 

大
き
め
の
ボ
ー
ル
に
Ａ
の

調
味
料
と
す
り
潰
し
た
炒
り

落
花
生
、
①
の
材
料
を
全
て

混
ぜ
入
れ
、
味
を
な
じ
ま
せ

て
お
く
。

③ 

で
ん
ぷ
ん
粉
を
２
倍
の
水

で
よ
く
溶
き
、
油
を
引
い
た

フ
ラ
イ
パ
ン
で
炒
め
な
が
ら

ふ
た
を
し
て
火
を
通
す
。

④ 

③
を
箸
で
一
口
大
に
ち
ぎ

り
、
②
の
ボ
ー
ル
の
中
で
野

菜
と
重
な
ら
な
い
よ
う
に
よ

く
混
ぜ
合
わ
せ
器
に
盛
る
。

いもんせんの酢の物（2 人分）
でんぷん 1/3 カップ

Ａ｛ 濃い口しょうゆ 16 cc
きゅうり 60 g 酢 20 cc
キャベツ 60 g 砂糖 8 g
にんじん 40 g 水 2/3 カップ
炒り落花生 4 g サラダ油 適量

種子島郷土料理集「うんまかえ」より
1 人分の栄養量（エネルギー 130kcal　たんぱく質 1.3g　脂質 3.3g）
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年
頭
の
あ
い
さ
つ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
宇
宙
セ
ン
タ
ー
所

長
の
藤
田
で
す
。

　

日
頃
よ
り
当
セ
ン
タ
ー
の
業
務

お
よ
び
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
に
ご

協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
Ｈ
｜

Ⅱ
Ａ
／
Ｂ
ロ
ケ
ッ

ト
合
わ
せ
て
３
機
を
打
ち
上
げ
、

31
機
連
続
の
成
功
を
果
た
し
ま
し

た
。
成
功
率
は
97
％
を
超
え
る
世

界
最
高
水
準
を
維
持
す
る
と
と
も

に
、
決
め
ら
れ
た
日
時
に
打
ち
上

げ
る
定
時
発
射
率
は
93
％
以
上
と

な
り
、
海
外
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
は
る

か
に
凌
ぐ
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
「
こ
う
の
と
り
６
号
」

の
打
ち
上
げ
で
締
め
く
く
り
、
今

年
の
「
と
り
（
酉
）
年
」
を
迎
え

ま
す
。
酉
年
は
成
熟
の
年
と
の
こ

と
で
す
。
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ

も
成
功
を
重
ね
て
成
熟
の
時
を
迎

え
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
大
空

に
羽
ば
た
く
鳥
の
よ
う
に
更
な
る

飛
躍
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
２
０
２
０
年
度
の
打

ち
上
げ
を
目
指
し
て
次
の
主
力
ロ

ケ
ッ
ト
で
あ
る
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の

開
発
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。
そ

の
新
し
い
エ
ン
ジ
ン
「
Ｌ
Ｅ
｜

９
」

の
燃
焼
試
験
を
本
年
２
月
頃
よ
り
、

宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
開
始
し
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
に
は
Ｈ
３
だ

け
で
な
く
、「
は
や
ぶ
さ
２
」
の

地
球
帰
還
や
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
の
火
星
探
査
機
の
Ｈ
｜

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
で
の
打
ち
上
げ
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

こ
れ
ら
に
向
け
て
も
、
ロ
ケ
ッ

ト
の
打
ち
上
げ
や
燃
焼
試
験
を
着

実
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
様
に
フ
レ
ー

フ
レ
ー
（
２
０
２
０
）
で
応
援
を
い

た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
未
来
に

向
け
て
羽
ば
た
く
良
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　㉖ 9244
（http://www.jaxa.jp/）

地域包括支援センターだより ◎お問い合わせ先
㉗ 1223

冬もこまめに水分補給を !
～かくれた脱水に要注意～

　脱水は夏におこるものだと思っていませんか。
冬でも脱水はおこりやすいので要注意です。

脱水になりやすい要因
加齢　・体内の水分が減少して、喉の渇きを感じ
　　　　にくい。
　　　・汗をかかないので水分摂取量が減る。
　　　・排尿回数が増えるので自分で水分摂取を
　　　　制限する。
環境　・空気が乾燥するため、普段より皮膚や呼
　　　　吸から出ていく水分が増える。
　　　・暖房器具の使用により更に空気が乾燥し
　　　　やすくなる。

高齢者の脱水の徴候例
・皮膚が乾燥し、ポロポロ落ちる。
・くちの中がねばつく。
・皮膚の張りがなくなった。手の甲をつまみあげ

て離したとき、3 秒以上跡が残る。

対策
・喉の渇きを感じにくいため、水や白湯など、水

分補給をこまめに行う。
・感染症にかからないよう、手洗い、うがいをこ

まめにする（冬は高熱や嘔吐、下痢など脱水を
きたす感染症にかかりやすくなる）。

・下痢や嘔吐をした場合は、経口補水液で水分を
補う。

・入浴後は保湿剤（ワセリンや保湿クリームなど）
を使い、皮膚の乾燥を防ぐ。

・室内の湿度 50 ～ 60%に保つ。洗濯物を室内に
干す、加湿器を使う、コップに水やお湯を入れ
て置くなどの工夫をする。
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婚姻・出生・死亡届
●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議
会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感
謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申
し上げます。（敬称略）
久木原ムツヱ（古　房）　泉　義則（上　方）
阿世知　章司（牧　川）　地徳　盛雄（畠　田）
餅原　トシ（畠　田）

社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 8,272 人 (  +3) 出生 1 人

男　性 3,924 人 (   -1) 死亡 8 人

女　性 4,348 人 (  +4) 転入 16 人

世帯数 4,355 戸 (  +5) 転出 6 人

※（　）は前月との比較（11 月末現在）

火事・救急

火事・救急 ( 町内）　11 月中

火　事 0 件 うち建物 0 件

救　急 36 件 うち急病 24 件

交通事故

交 通 事 故 町内 島内

発生件数 16 件 ( +5) 39 件 ( -2)

死 者 数 1 件 ( 0) 1 件  ( 0)

負傷者数 17 件 ( +6) 46 件 ( +4)

※平成 28 年 11 月、(　) は前年同時期比較

戸 籍 の 窓
平成 28 年 11 月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

いつまでもお幸せに
日付 名前 集落

11/1　
德永　亮太 上　方

清水　瑶子 古　房

こんにちは赤ちゃん
男の子 名前 両親 集落

11/9 長濵　愛
あいと

人 昭二・春子 上　方

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

10/21 久木原　俊典 古　房 87 歳

11/1 藤原　照行 旭　町 86 歳

11/5 地德　貞治 畠　田 89 歳

11/12 阿世知　哲丸 牧　川 84 歳

11/14 鎌田　サチ 塩　屋 84 歳

11/14 泉　シマエ 上　方 89 歳

11/22 花木　丁子 原　尾 82 歳

11/28 下平　芳美 郡　原 89 歳

11/29 向井　次男 横　町 74 歳

11/29 柳田　忠一 竹屋野 76 歳

｛

■日時　2 月 11・12 日（土・日）
　　　　午前 9 時 30 分～午後 3 時 30 分
■場所　西之表市、中種子町、南種子町
■予約　1 日 5 件
■その他
　学生の実習をかねて実施され、弁護士と教員、
学生が同席します。

　回答は、弁護士が責任を持って行い、秘密は守
られます。

※詳しくは鹿児島大学司法政策教育研究センター
　へお問い合わせ下さい。

鹿児島大学司法政策教育研究センターによる無料法律相談所を開設します
◎お問い合わせ・予約申込先　鹿児島大学司法政策教育研究センター（担当：徳田・前田）099(285)7569 ／ 099(285)3905
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「なかたねお知らせ版」　1月 1日～ 31日
保健センター　すこやかカレンダー

日 行　事

5（木）ぽかぽか教室 13:00~

6（金）母子手帳交付 13:00~

15（日） おやこ食育教室 16:00~　対象 : 中央保育所

19（木）乳幼児健診

20（金）母子手帳交付 13:00~

25（水）
マタニティー教室
お産・母乳 13:00~ 種子島産婦人科医院
沐浴 16:00 ～保健センター

乳幼児健診　1 月 19 日（木）
※保健センターで実施

対象者 受付時間 生年月日

6 ～ 8 カ 月 児 09:00~09:15 H28.05.17　～　H28. 7.18 

もうすぐ 1 歳児 10:00~10:15 H28. 1.20　～　H28. 2.16

3 歳 児 12:45~13:00 H25.10.20　～　H26. 1.18

予防接種　
※接種場所は各医療機関となります。
接種種類 接種期間 接種可能対象者

M R
混 合 1 期 1 月 3 日～ 1 月 7 日

生後 12 カ月～ 24 カ月

M R
混 合 2 期 H22.4.2 ～ H23.4.1

二種混合 1 月 10 日～ 1 月 14 日 H16.4.2 ～ H17.4.1

四種混合 1 月 16 日～ 1 月 21 日 生後 3 カ月～ 90 カ月

水 痘 1 月 23 日～ 1 月 28 日 生後 12 カ月～ 36 カ月

Ｂ Ｃ Ｇ 1 月 30 日～ 2 月 4 日 生後 3 カ月～ 12 カ月

成 人 用
肺炎球菌 4 月 1 日～ 3 月 31 日 対象者には通知

行事・イベントなど
日 行　事

3（火）中種子町成人式 10:30 ～【中央公民館】

6（金）消防出初め式 9:00 ～【町内】

8（日）第 47 回町武道大会 9:00 ～【町内施設】

9（月）チャレンジキッズ「餅つきをしよう」

29（日）

親子ふれあいスポーツ大会
8:00 ～【中央体育館】
自主文化事業「エグスプロージョン」
開場 13:30 ～【種子島こりーな】

包括支援センター　介護予防事業
いきいき運動教室
毎週火曜日　9:00 ～　中央体育館
いきいき健康体操教室
毎週水曜日　9:30 ～　中央体育館

公立種子島病院
眼科、耳鼻咽喉科を除く外来診療は午後から休
診します。

各科 診察日

眼 科 10（火）、11（水）、23（月）、24（火）

耳鼻咽
喉 科

5（木）、19（木）

整 形
外 科 毎週火曜日の午前中

消化器
外 科 毎週水曜日の午前中

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

1（日） 井元医院 ㉒ 0075

8（日） 田上診療所 ㉗ 0325

15（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

22（日） 高岡医院 ㉗ 3100

29（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

子育て支援センターおひさま（保育所内）
※未就園児対象　全て 10:00 ～ 11:30

日 行　事 場所

13（金） 幼児学級合同（1 ～ 4 歳児）
正月あそび 保健センター

17（火） 赤ちゃん教室（1 歳未満）
風船であそぼう 保健センター

20（金） 幼児学級（1 ～ 2 歳児）
節分制作 伏之前住宅集会所

27（金） 幼児学級（3 ～ 4 歳児）
節分制作 伏之前住宅集会所

31（火） 赤ちゃん教室（1 歳未満）
節分制作 保健センター

中央保育所園庭開放日
第 2・第 4 月曜日　10:00 ～ 11:30

　※変更になる場合があります。
　　あらかじめご了承ください。
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屋久島→種子島
7:00 7:50

10:00 10:50
15:40 16:30

種子島→屋久島
9:20 10:10

11:50 12:45
16:40 17:30

■　冬　ダ　イ　ヤ　■
平成 28 年 12 月 1 日～平成 29 年 3 月 10 日

鹿児島→種子島
7:30 9:05

７:45 指宿宮之浦 10:50
10:00 11:35
11:30 13:05
13:00 14:35
15:00 16:35
16:00 17:35

（木・金・日のみ運航）

指宿→種子島
8:30 宮之浦 10:50

種子島→指宿
16:45 17:50

種子島→鹿児島
7:00 8:35

（月・金・土のみ運航）
8:00 9:35

9:20 宮之浦 12:35
11:05 12:45
13:40 15:15
15:00 16:35

16:45 指宿 18:40

種 子 屋 久 高 速 船 株 式 会 社

※安房発着

※

※

※

西之表営業所　0997-22-1224 ／ 6 時～ 17 時 30 分
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

◎

◎

◎は 12 月 30 日～ 1 月 3 日のみ運航
但し 1 月 1 日は運休

島の四季彩　ヒメユズリハ（ユズリハ科）

【漢字表記】姫譲り葉
【分布】本州 ( 東北南部 ) ～琉球、台湾
【生育地】林内
　ヒメユズリハという和名はユズリハより葉
が小さいことに由来します。高さ 10m ほど
になる雌雄異株の常緑高木です。ユズリハは
正月の飾りとして利用されるので、よくご存
じのことと思います。島内にはユズリハの自
生はなく、近縁種としての本種があります。
鹿児島でお飾りとして利用されているものは、ヒメユズリハのこ
とが多いようです。この属の生態として、新葉が十分展開した後、
旧葉が落ちる現象が、「スムーズに代替わりする」という縁起の
よいことに希望を託して、年の初めに飾られているようです。生
育が緩慢で、病虫害も少なく、手入れもほとんど必要としないた
め、公園樹や庭木としての利用もあります。ユズリハでは斑入り
の園芸品種もあります。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

平成 29 年消防出初め式 　 平 成 2 9 年 1 月 6 日（ 金 ）
①市中行進：午前 9時出発　
　役場～旭町商店街～ Aコープ～野間小学校
②式　典　野間小学校：午前 9時 25分～
③表彰式　中央公民館：午前 11時 10分～
※内容は変更となる場合もあります。
※雨天時は種子島中央体育館
◎お問い合わせ先　
　役場総務課課消防交通係㉗ 1111 内線 222

九州電力から 感 電 事 故 防 止 の お 願 い
　たこ揚げの季節になりましたが、感電事故防止
のため、電線付近でたこ揚げを行ったり、電柱や
鉄塔に登ったりしないようお願いします。
　なお、万一たこが電線などにかかった場合は、
自分で取ろうとせず、お近くの九州電力へご連絡
をお願いします。
◎お問い合わせ先
　九州電力（株）熊毛配電事業所0120（986）807


